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前
稿
の
末
尾
に
は
、
田
村
本
勘
注
が
そ
の
孫
本
の
久
曽
神
本
に
比
し
て
、
そ
の
十
倍
も
の
量
を
有
す
る
こ
と
を
述
べ
て
お
い
た
が
、
以

下
に
は
、
そ
の
全
文
を
翻
字
し
、
そ
の
解
説
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
。
は
じ
め
に
全
文
を
掲
げ
る
。
翻
字
の
要
領
は
左
の
通
り
で
あ
ろ
。

一
、
表
記
は
原
文
に
忠
実
を
期
し
た
が
、
標
出
語
頭
の
圏
点
は
省
い
た
。
ま
た
、
本
文
中
の
朱
の
句
読
点
に
は
誤
り
も
あ
り
、
そ
れ
ら

は
無
視
し
た
。
文
中
に
施
し
た
句
読
点
は
、
お
お
む
ね
私
意
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
久
曽
神
本
に
も
所
出
の
部
分
は
〔

四
、
異
態
文
字
は
通
行
文
字
に
直
し
た
が
、
小
論
の
末
尾
に
、
そ
の
一
覧
表
を
掲
げ
る
こ
と
と
し
た
。

一
三
五
段

定
方
第
三
女

〕
で
示
し
た
。

一
行
と
し
た
が
、
場
合
に
よ
り
、
活
字
の
ポ
イ
ン
ト
を
落
し
た
。

「
右
の
お
と
A

む
す
め
」
ノ
傍
注
。

乳
母
子
十
三
人
也

(
1
ウ）

田
村
専
一
郎
氏
旧
蔵
支
子
文
庫
本
『
大
和
物
語
』
に
つ
い
て
（
中
）

は
、
丁
の
途
中
で
あ
る
。

五
、
丁
数
お
よ
び
そ
の
表
裏
を
、
た
と
え
ば
、
…
・
:
」

(28
オ
）
．
」

（
今
井
）

(30
ウ
）
等
の
ご
と
く
記
し
た
。
」
は
丁
末
、
そ
れ
の
な
い
の

一
、
割
注
の
部
分
は
便
宜
上
、

六

今

井

田
村
専
一
郎
氏
旧
蔵
支
子
文
庫
本
『
大
和
物
語
』
に
つ
い
て

源 （中ー

衛



如
異
本
者
各
相
違
歎
如
何

御
姉
第
五
者

参
議
よ
し
す
ゑ

一
四
二
段

故
御
息
所
者

段
末
勘
注

又
よ
し
家

(
9
ウ
）

宇
多
天
皇
女
殿

市
多
院
第
五
女
依
子
内
親
王
是
也
」

一
四
一
段
段
末
勘
注

元
良
親
王

(
5
オ）

〔
故
兵
部
卿
親
王

元
良
親
王
見
上
之
／
正
三
位
大
納
言
源
昇

一
四

0
段

段

末

勘

注

一
四

0
段

〔
兵
部
卿
宮
見
上
之

元
良 一

三
九
段

承
香
殿
女
御
見
上
〕

段
頭
「
故
兵
部
卿
親
王
」

段
末
勘
注

追
可
考

(
5
オ）

〔
故
兵
部
卿
宮ヽ

年
二
月
廿
（
久
本
「
十
」
）
四
日
斃
年
九
十
三
〗

一
三
七
段

段
末
勘
注

(11
ウ
）

（
注
、
久
本
ハ
傍
注
「
元
良
」
ナ
シ
）

(
3
オ）

致
平
村
上
第
三
子
母
更
衣
正
妃
四
品
兵
部
卿

年
月
日
為
親
王

左
大
臣
従
一
位
融
二
男
〗

(
6
ウ
）

天
元
四
年
五
月
十
一
日
出
家
住
三
井
寺
、
長
久
二

？
 



然
而
件

1

宮
時
代
不
相
叶
、
為
散
両
方
之
疑
殆
注
之

(20
ウ）

（
マ
マ
）

均
子
内
親
王
、
宇
多
皇
女
、
母
ヒ
条
后
温
子
、
配
敦
房
親
王
、
無
品

一
四
七
段

贈
太
上
大
臣
菅
原
朝
臣
女
子
、
宇
多
天
皇
女
御
、
源
氏
順
子
母

太
政
大
臣
藤
原
基
経
二
女
、
湿
子
、
母
四
品
人
康
親
王
女
、
仁
和
四
年
十
月
六
日
初
入
内
、
即
九
日
為
女
御
、
寛
平
九
年
七
月
廿
六

日
為
皇
太
夫
人
年
廿
六

柏
了
内
親
王
母

圧
大
臣
時
平
女

雅
明
親
王
行
明
親
王
母

京
極
御
息
所

み
A

な
し
の
や
ま
な
ら
ね
と
も
よ
ふ
こ
と
り

「
女
一
の
み
こ
」
ノ
脚
注

延
木
十
年
―
―
月
廿
五
日
斃
゜

よ
み
人
し
ら
す

又
伊
甲
女
、
贈
皇
后
懐
子
者
花
山
法
望
井
女
一
宮
女
一
一
宮
母
也
、
女
一
一
宮
者
円
峨
院
女
御
、
号
出
（
注
「
火
」
ノ
屎
）
官
是
也
。

出
村
専
一
郎
氏
旧
蔵
支
子
文
庫
本
『
大
和
物
語
』
に
つ
い
て
（
中
）

（
今
井
）

な
に
か
は
き
か
む
と
き
な
ら
ぬ
ね
を

(12
ウ）

か
へ
し

宇
多
院
女
丘
宮

う
た
の
A

は
み
＼
な
し
や
ま
か
よ
ふ
こ
と
り
よ
ふ
こ
ゑ
を
た
に
こ
に
へ
さ
る
ら
ん

宇
多
院
に
は
へ
り
け
る
人
に
せ
う
そ
く
つ
か
は
し
け
る
」

(12
オ）

返
事
も
せ
さ
り
け
れ
は

後
撰
恋
第
六
云

己
上
四
人
之
間
有
疑

均
子
内
親
平
-

贈
皇
后
藤
原
胤
子
内
大
臣
高
藤
女
。

延
喜
五
年
五
月
出
家
、
ヒ
年
六
月
八
日
崩
年
世
ハ
、
号
七
条
后
。

御
継
母
者

御
母
者
小
八
条
御
息
所
宇
多
天
皇
更
衣
、
従
五
位
上
源
貞
子
、
民
部
卿
昇
大
娘
承
平
六
年
七
月
七
日
斃
、
年
四
十
一
一
、
号
宴
宮

3
 



返
歌
」

(24
オ）

ア

シ

ノ

ヤ

ノ

ウ

ナ

と

ヲ

ト

メ

ノ

オ

キ

ッ

ヘ

ヲ

葦
屋
之
宇
奈
比
処
女
之
奥
椰
乎チ

ッ
カ
9
，

ウ

ヘ

ノ

コ

ノ

エ

タ

ナ

ビ

キ

キ

ク

カ

コ

、

墓
ヒ
之
木
技
靡
有
如
聞
棟
（
「
陳
」

ヌ
ノ
ヲ
ト
コ
ニ

m"＂
ニ
ケ
一
フ
シ
モ

ノ
誤
力
）
奴
壮
士
ホ
依
家
良
信
母

ュ
キ
ク
ト
~
ミ
レ
ハ
ナ
キ
ノ
、
ト
り
ソ
ナ
ク

往
来
跡
見
者
哭
耳
之
所
泣

継
常

雖
不
知
新
喪
之
如
毛
哭
没
鴎
鴨

如
己
男
年
負
而
者
不
有
跡
懸
侃
之
小
鋤
取
帆

親
族
共
射
帰
集

永
代
年
標
将
為
跡
冦
代
而
語
将

置
而

仰
大
叫
於
良
砒
混
地
オ
虔
建
怒
而

年
語
久

り

j
e
(

「
穴
一
ノ
誤
力
）
出
閂
黄
県
平
埒
待
跡

隠
州
乃
下
延
~

立
向
競
（
「
時
」
脱
力
）
佑

凸
妹
了
之
母

蓋
屋
之
菟
原
名
負
処
女
之

ャl

牢」

(23
ウ
）

而
座
在
者

ヲ
モ
ヘ
リ
ケ
ル

伊
勢
語
云

本
院
兵
衛
敏

厄
葉
集
云

重
明
親
王
女

在
後
撰
恋
一
↓
―

ム
カ
シ
オ
ト
コ
ッ
ノ
ク
ニ
ム
ハ
ラ
ノ
コ
ホ
リ
ニ
ス
ミ
ケ
ル
女
ニ
カ
ヨ
ヒ
ケ
ル
ニ
女
コ
ノ
タ
ヒ
カ
ヘ
リ
ナ
ハ
ヨ
ニ
コ
シ
ト

ア
シ
ヘ
ヨ
リ
ミ
チ
ク
ル
シ
ホ
ノ
イ
ヤ
マ
シ
ニ
君
二
心
ヲ
オ
モ
ヒ
マ
ス
カ
ナ

菟
原
処
女
墓
歌
二
首
井
短
忍

打
歎
妹
之
去
者

処
女
墓
中
年
造
置

見
而
師
香
跡
侶
憤
時
之

一
四
七
段
段
末
勘
注

八
年
児
之
片
生
乃
時
従
小
枝
（
「
放
」
ノ
誤
力
）
小
髪
多
久
麻
弓
い

ヲ
ト
コ

智
奴
壮
上
宇
奈
比
壮
上
乃

白
槽
弓
剥
取
貞
而

婚
為
家
類
時
者
焼
太
刀
乃
手
頴
押
祢
利

悛
文
手
連
賤
号
之
故
大
夫
之
荒
↑
見
者
雖
生
応
合
汀
平

チ
ヌ

J

ヲ

ト

コ

ト

リ

ッ

、

キ

血
奴
壮
士
其
夜
夢
見
収
次
寸
追
去
祁
礼
姿

壮
士
基
此
万
彼
方
ニ

人
水
火
年
ビ
将
人
跡

後
付
菟
順
壮
士
印

冬
i

叙
預
都
良
尋
去
祁
礼
姿

ヽ

追
崖
有
双
（
「
故
」
ノ
誤
力
）
縁
聞
而

垣
慮
成
人
之
誂
時

淑
八
燎
須
頑
師
鏡

ヲ
ト
コ

一
四
七
段
「
兵
衛
命
婦
」
ノ
脚
注

①
 

寄
駕
贈
太
政
大
臣
伊
戸
、
伍
欠
臣
額
忠
家
女
房
」

並
居
琴
佑
毛
不
所
見

(20
ウ
）

相
結

虚
木
綿
乃

4
 



右
二
首
高
橋
連
虫
麿
之
歌
集
中
出
云
々

(24
ウ）

同
段
右
条
、

本
文
中
「
き
み
な
く
て
あ
し
か
り
け
り
と
」
ノ
歌
卜
「
あ
し
か
ら
し
と
て
こ
そ
人
の
」
ノ
歌
ヲ
並
ベ
テ
記
セ
ル
行
間

ア
メ
ミ
ル
ク
ニ
ヲ
シ
ア
ケ
ト
ヨ
サ
ク
ラ
ヒ
ト

聖
武
天
皇
也
〗
詭
天
璽
國
押
開
豊
櫻
彦
天
皇
、
又
号
雨
帝
、

元
年
甲
子
二
月
四
日
即
位
廿
四
在
位
廿
五
年
御
難
波
宮
之
後
遷
平
城
宮

丸
、
以
年
々
叙
位
除
目
尋
其
昇
進

一
五
二
段

一
五
三
段

段
末
勘
注

〔
こ
れ
も
聖
武
天
皇
也
〕

更
無
所
見
云
々

但
度
々
行
幸
従
駕
在
位
人
蠍

国
史
に
い
は
く
、
大
同
の
御
時
お
ほ
し
ま
に
お
は
し
ま
し
て
御
み
あ
そ
ひ
た
ま
ふ
と
き
に
、
よ
つ
の
く
ら
ゐ
よ
り
か
み
つ
か
た
ふ
ち

田
村
専
一
郎
氏
旧
蔵
支
子
文
庫
本
『
大
和
物
語
』
に
つ
い
て
（
中
）

は
か
ま
を
か
さ
す
、
そ
の
と
き
に
う
た
よ
み
て
い
は
く

（
今
井
）

段
末
勘
注

(40
オ）

委
見
古
今
目
録
之

(38
オ）

女

天
平
勝
宝
八
年
五
月
二
日
崩
五
十
陵
佐
保
山
南
。
人

〔
奈
良
帝

一
五
一
段
段
末
勘
注

或
本
云
女
ノ
カ
ヘ
リ
コ
ト
、
ソ
イ
ヒ
ッ
タ
ヘ
タ
ル
ハ
ト
ア
リ

(32
オ）

「
あ
し
か
ら
し
と
て
こ
そ
」
ノ
歌
ノ
欄
外
頭
注
。

拾
遺
に
返
歌
あ
り
無
此
物
語
如
何

(32
オ）

傍
注

一
四
八
段

又
号
平
城
太
上
天
皇

（
マ
マ
）

文
徳
天
皇
太
子

母
右
大
臣
不
比
等

5
 



古
今
二
此
返
歌
ナ
シ

(42
オ）

一
五
四
段

「
た
っ
た
や
ま
」
ノ
歌
ノ
頭
注

是
以
思
之
此
奈
良
帝
一
定
大
同
也

(41
オ）

塑
帝
歓
悦
即
授
従
五
位
上

従
五
位
下
平
朝
臣
賀
是
麿
作
和
歌
日

い
か
に
ふ
く
風
に
あ
れ
は
か
お
ほ
し
ま
の
を
は
な
か
す
ゑ
を
ふ
苔
む
す
ひ
た
る

大
同
三
年
九
月
戊
戌
幸
神
泉
苑
有
勅
云
々

有
識
者
以
為
天
皇
登
詐
之
徴
也

お
ほ
み
や
に
た
ヽ
に
む
か
へ
る
や
へ
の
さ
か

い
た
く
な
ふ
み
そ
っ
ち
に
は
あ
り
と
も

は
き
の
は
な
を
る
ら
ん
お
の
＼
つ
ゆ
し
も
に
ぬ
れ
つ
＼
ゆ
か
ん
よ
は
」

み
な
人
の
そ
の
か
に

~
A
ほ
ふ
ふ
ち
は
か
ま

．．．．．． 

上
和
云
曰

天
和
御
答
歌

お
り
人
の
心
の
ま
＼
に
ふ
ち
は
か
ま
・
・
・
・
・
・

然
者
此
奈
良
帝
者
大
同
帝
也

日
本
紀
云
、
大
同
二
年
九
月
乙
亥
幸
神
泉
苑
、
琴
歌
間
奏
四
位
上
共
挿
蘭
花

又
か
へ
ら
せ
給
け
る
に

平
城
初
有
章
謡
日

(40
ウ
）
ふ
け
ぬ
と
も

子
時
辛
太
弟
歌
曰
者

6
 



田
村
専
一
郎
氏
旧
蔵
支
子
文
庫
本
『
大
和
物
語
』
に
つ
い
て
（
中
）
（
今
井
）

此
歌
業
平
集
ニ
ハ

ウ
ヱ
シ
ウ
ヱ
ハ
秋
ナ
キ
ト
キ
ャ
カ
レ
サ
ラ
ム
ト
イ
フ
歌
ノ
カ
ヘ
シ
ナ
リ

(49
ウ）

同
段

「
あ
き
は
ぎ
を
」
ノ
歌
ノ
傍
注
。

是
も
因
香
也

(49
ウ）

一
六

0
段
段
頭
「
お
な
し
な
い
し
」
ノ
傍
注

染
殿
内
侍
、
典
侍
藤
原
因
香
朝
臣
、
寛
平
九
年
十
一
月
廿
九
日
従
四
位
下
掌
侍
母
尼
敬
信
也
。

右
大
臣
源
能
有

文
徳
天
磨
第
一

f

一
五
九
段
段
末
勘
注

母
伴
氏
寛
平
九
年
六
月
八
日
巫
在
五
十
一

咽
正
一
位
号
近
院
大
臣

(49
ウ）

葛
城
王
者
橘
左
大
臣
諸
兄
之
本
名
也

(44
ウ）

け
る
と
あ
り

又
云

古
今
俵
名
序
云

(44
オ）

か
つ
ら
き
の
お
ほ
き
み
を
み
ち
の
お
く
へ
つ
か
は
し
た
り
け
る
に
、
く
に
の
つ
か
さ
事
お
ろ
そ
か
な
り
と
て

し
た
り
け
れ
と
、
す
さ
ま
し
か
り
け
れ
は
、
う
ね
め
な
り
け
る
女
の
か
は
ら
け
と
り
て
よ
め
る
な
り
、

あ
さ
か
や
ま
の
こ
と
は
う
ね
へ
の
た
は
ふ
れ
よ
り
よ
み
て
と
あ
り
」

一
五
五
段
段
末
勘
注

此
歌
在
万
葉
集

葛
城
王
作
也

(43
ウ）

一
五
五
段
「
あ
さ
か
や
ま
」
ノ
歌
ノ
頭
注

こ
れ
に
そ
お
ほ
君
心
と
け
に

ま
う
け
な
と

7
 



レ
ク
」

(52
ウ
）
サ
ト
モ
イ
フ
カ
ト
テ
イ
タ
サ
セ
タ
マ
ヘ
リ
ケ
レ
ハ

(53
オ）

古
今
第
十
七
雑
一
広
、
二
条
后
ま
た
東
宮
の
御
息
所
と
申
け
る
と
き
と
云
々
、
而
清
和
天
皇
の
東
宮
者
一
歳
に
て
吃
太
子
、
九
歳
に

皇
代
記
云

0

マ
マ
）大

皇
后
、
同
十
一
一
一
年
九
月
廿
八
日
崩
、
号
五
条
后
。

又
或
害
云
、
貞
観
一

1

一
年
辛
巳
二
月
廿
五
日
有
大
原
」

仁
明
天
皇
夫
人
順
子
貞
観
三
年
二
月
廿
五
日
参
向
大
原
野
、
奉
幣
、
同
廿
五
日
出
家
、
干
時
五
十
三
者
、
同
六
年
正
月

未
為
兵
衛
佐
、
同
五
年
癸
未
補
兵
衛
佐
也
、
尤
有
疑
、

伊
勢
物
語
詞
云
、

一
六
二
段
「
わ
す
れ
草
」
ノ
歌
ノ
傍
注

ム
カ
シ
ヲ
ト
コ
弘
徽
殿
ノ
マ
ヘ
ヲ
ワ
タ
リ
ケ
レ
ハ

(52
ウ）

て
叩
位
也
幼
稚
之
条
如
何

一
六
一
段

段
末
勘
注
。

占
今
巻
第
十
ヒ
伊
勢
物
語
―
—
ハ

一
六
一
段

「
お
ほ
ぱ
ら
や
」
ノ
歌
ノ
傍
注

同
段
「
秋
野
を
」
ノ
歌
ノ
傍
汀

ア
ル
ヤ
ム
コ
ト
ナ
キ
御
方
ョ
リ
、
シ
ノ
フ
草
ヲ
コ
レ
ヲ
ワ
ス

(52
オ
）
野
行
啓
、
是
二
条
后
高
子
也
、
干
時
歳
廿
、
業
平
州
七
従
五
位
下
、

後
撰
五
秋
上
、
詞
云
七
月
許
二
女
ノ
モ
ト
ヨ
リ
ヲ
コ
セ
テ
侍
ケ
ル

返
業
平

秋
ハ
キ
ヲ
イ
ロ
ト
ル
カ
セ
ハ
フ
キ
ヌ
ラ
ム
コ

A

ロ
ハ
カ
レ
シ
ク
サ
ハ
ナ
ラ
ネ
ハ

在
中
将
兵
衛
府
之
時
云
々

(51
ウ）

(50
オ）
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田
村
専
一
郎
氏
旧
蔵
支
子
文
庫
本
『
大
和
物
語
』
に
つ
い
て
（
中
）

古
今
ニ
ハ
右
近
馬
場
ノ
ヒ
ヲ
リ
ノ
日
ト
ア
ル
本
ア
リ

業
平
集
云
、
右
近
馬
場
ノ
テ
ッ
カ
ヒ
ミ
侍

業
平
自
筆
ノ
伊
勢
語
ノ
朱
雀
院
ノ
ヌ
リ
コ
メ
ニ
ア
リ
ケ
ル
ニ
モ
テ
ッ
カ
ヒ
ノ
日
ト
ソ
ア
リ
ケ
ル

但
正
本
ニ
ハ
テ
ッ
カ
ヒ
ノ
日
ム
カ
ヒ
ニ
タ
テ
リ
ケ
ル
車
ト
ア
リ

(55
ウ）

ノ
ミ
ェ
ケ
レ
ハ
ト
ア
リ

ム
カ
ヒ
ニ
タ
テ
リ
ケ
ル
車
ノ
」

タ
リ
ケ
レ
ハ

マ
タ
ノ
日
中
将
業
平
ナ
リ
ケ
ル
人
ノ
ト
ア
リ

（
今
井
）

(55
オ
）
シ
タ
ス
タ
レ
ノ
ハ
サ
マ
ヨ
リ
、

一
六
六
段

伊
勢
語
ニ
ハ
、
右
近
馬
場
ノ
テ
ッ
カ
ヒ
ノ
日

ム
カ
ヒ
ニ
タ
テ
リ
ケ
ル
車
ノ
シ
タ
ス
タ
レ
ノ
ア
キ
タ
リ
ケ
ル
ョ
リ
女
ノ
カ
ホ
ノ
ス
キ

段
末
勘
注

辮
御
息
所

同
四
年
二
月
四
日
崩
円
覚
寺
舟
一
」

（
マ
マ
）

在
原
行
幸
女

更
衣
弁
御
息
所
、
貞
数
親
王
（
「
母
」
脱
力
）
也
。
左
大
弁
任
ハ
不
見
之

(55
オ）

(54
ウ）

水
尾
天
皇

同
段
段
末
勘
注

伊
勢
物
語
業
平
歌
也

（
つ
マ
）

緯
惟
仁
、
文
徳
天
皇
第
四
子
、
母
大
皇
太
后
宮
藤
明
子
太
政
大
臣
良
房
女
。
天
慶
三
年
五
月
八
日
出
家
、
法
名
素
真
、

ケ
フ
ア
ス
ノ
コ
ト
A

シ
ラ
ス
ソ
ア
リ
ケ
ル

(54
ウ）

一
六
五
段
段
末
「
つ
ひ
に
ゆ
く
」
ノ
歌
ノ
傍
注

古
今
ニ
ハ
ヒ
ト
ノ
前
栽
ニ
キ
ク
ニ
ュ
ヒ
ッ
ケ
テ
業
平
ウ
ヱ
ケ
リ
ト
ア
リ

返
歌
ハ
皇
后
ノ
ナ
リ

(53
ウ）

秋
は
き
に
色
と
る
風
は
は
や
く
と
も
こ
ヽ
ろ
は
か
れ
し
く
さ
は
な
ら
ね
は

一
六
三
段
段
末
勘
注

〔
業
平
集
に
は
か
へ
し
あ
り
」

(53
オ）

皇
后
御
返
歌
也
u

ハ
ッ
カ
ニ
女

，
 



一
六
八
段
ノ
途
中
、

深
草
天
皇
、

仁
明
天
皇
詭
正
良
、
嵯
峨
天
皇
第
二
子
、
母
太
皇
大
后
橘
票
智
子
、
内
舎
人
贈
太
政
大
臣
正
一
位
清
友
女
、
天
長
十
年
二
月
廿
八

日
乙
酉
受
禅
、
三
月
六
日
癸
巳
即
位
、
在
位
十
七
年
、
春
秋
廿
四
即
位
、
盛
祥
三
年
一

1

一
月
十
九
日
落
飾
入
道
、
廿
一
日
巳
亥
刷
清
涼

殿
年
四
ェ
良
少
将
出
家
法
名
遍
照
」

嘉
祥
三
年
―
―
一
月
廿
一
日
帝
艇
庚
子
、
定
御
喪
諸
司
為
装
束
司
、
丙
午
出
家
五
十
五
‘
為
僧
、
天
皇
寵
臣
也
、
崩
後
哀
慕
無
他
、
自
鼎
仏

理
以
求
報
恩
、
時
人
慾

U

マ
マ
）

国
史
云
、
貞
観
十
一
年
二
月
十
六
日
甲
寅
請
六
十
僧
於
大
極
殴
限
三
日
転
読
大
般
若
経
、
詔
授
遍
照
法
服
和
尚
位

仁
和
元
年
十
月
廿
二
日
任
僧
正
、
十
一
一
月
十
八
日
於
仁
寿
殿
七
十
賀
、
太
政
大
臣
左
右
大
臣
預
此
座

（
マ
マ
）

三
代
実
録
出
雑
類
略
説
云
、
僧
正
遍
照
仁
和
二
年
三
月
十
四
日
賜
食
邑
百
戸
、
聴
駕
輩
出
入
宮
門
、
同
年
」

(64
オ
）
六
月
十
四
日

壬
戊
（
「
抗
」
脱
力
）
表
辞
封
邑
、
有
勅
不
許
。
仁
和
一
一
一
年
七
月
廿
七
日
戊
戌
元
慶
寺
座
主
僧
正
法
印
大
和
尚
位
、
遍
照
奏
云
、
延

仁
明
天
皇

「
あ
り
し
と
こ
ろ
に
も
ま
た
な
く
な
り
に
け
り
」
ノ
ア
ト
。
勘
注

一
六
八
段
段
顕
「
ふ
か
く
さ
の
御
か
と
」
ノ
傍
注

と
な
ん
侍
り
け
る
U

(56
ウ）

(63
ウ）

し
る
し
ら
す
な
に
か
あ
や
な
く
わ
き
て
い
は
ん
」

一
六
六
段

〔
古
今
に
は
返
歌
云

(55
ウ
）
お
も
ひ
の
み
こ
そ
し
る
へ
な
り
け
れ

「
み
も
み
す
も
」
ノ
歌
ノ
ア
ト
。
文
字
八
本
文
卜
同
大
デ
、
本
文
化
シ
テ
イ
ル
。
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田
村
専
一
郎
氏
旧
蔵
支
子
文
庫
本

r大
和
物
語
』
に
つ
い
て
（
中
）

小
野
小
町
、
出
羽
国
郡
司
女

一
六
八
段

(65
ウ）

暦
寺
僧
縛
燈
大
法
師
位
最
円
年
六
十
三
、
於
遍
照
邊
受
学
両
部
大
法
既
蔀
（
「
請
」
脱
力
）
授
真
言
伝
法
阿
闇
梨
位
、
勅
聴
之
、
寛

平
六
年
正
月
十
九
日
卒
七
十
六
干
時
為
元
慶
寺
座
主
之
故
号
花
山
僧
正

慈
覚
大
師
之
弟
子
、
安
然
和
尚
之
師
匠
也

(64
ウ）

「
い
は
の
う
へ
に
」
ノ
歌
ノ
左
注

（
マ
マ
）

〔
多
本
如
此
、
但
或
本
に
み
そ
ひ
つ
か
し
給
へ
と
て
、

い
は
の
う
へ
に
た
ひ
ね
を
す
れ
は
い
と
さ
む
し
こ
け
の
こ
ろ
も
を
わ
れ
に
か
さ
な
ん

に
こ
け
の
こ
ろ
も
は
た
A

一
と
あ
り

後
撰
十
七
此
歌
小
町
也
、

と
つ
…
・
:
」

い
は
の
う
へ
に
た
ひ
ね
を
す
れ
は
い
と
さ
む
し
：
．．．． 
返
歌
遍
照
〕
よ
を
そ
む
く
こ
け
の
こ
ろ
も
は
た
＼
ひ

「
こ
れ
を
も
ほ
う
し
に
な
し
て
け
り
か
く
て
な
ん
お
こ
な
ひ
け
る
」
ノ
ア
ト
、

仁
明
清
和
両
代
之
間
人
云
々
、
或
云
衣
通
姫
之
女
云
々
‘
是
僻
言
敷
。

（
マ
マ
）

後
撰
ニ
ハ
い
そ
の
か
み
て
ら
に
て
と
あ
り
大
納
言
語
に
は
は
つ
せ
て
ら
と
あ
り

清
水
寺
、
往
時
有
一
聖
人
、
名
曰
延
鎮
、
蓋
報
恩
大
師
入
室
之
弟
子
也
、
六
時
三
昧
之
行
年
流
、
興
法
利
生
之
願
日
積
」

宝
亀
九
年
四
月
八
日
斗
藪
之
次
、
尋
到
勝
覚
、
是
則
山
城
国
愛
宕
八
坂
郷
東
山
之
麓
也
、
総
辺
有
草
苺
心
之
居
、
奄
中
有
華
鎮
之
人
、

延
鎮
聖
人
問
云
、
居
士
住
此
経
幾
年
乎
、
名
性
為
語
年
齢
不
審
也
、
居
士
之
名
即
行
叡
、
性
有
隠
遁
心
、
念
大
悲
観
音
、
口
誦
千

手
真
言
、
居
此
地
年
久
、
齢
及
二
百
、
言
談
未
畢
居
士
忽
失
度
、
妥
大
納
言
坂
上
卿
遊
i

鶉
之
次
、
欲
飲
冷
水
、
尋
得
飛
泉
、
納
言

延
鎮
殊
以
帰
依
、
卜
件
地
之
速
伽
藍
之
由
、
言
約
已
了
、
延
暦
十
七
年
七
月
二
日
延
鎮
上
人
与
坂
大
将
軍
同
心
合
力
始
奉
造
金
色

一
六
八
段

（
今
井
）

(66
ウ）

「
お
り
つ
れ
は
」
ノ
歌
ノ
前

と
て
心
み
に
い
ひ
や
り
た
り
け
れ
は
、
返
事
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十
一
面
四
十
手
観
世
音
菩
薩
像
所
安
置
也
、
号
清
水
寺
、
本
名
北
観
音
寺
、
願
主
正

1

一
位
行
大
納
言
兼
兵
部
卿
右
近
衛
大
将
陸
奥

（

マ

マ

)

（

マ

マ

）

0

マ

こ

（

マ

マ

）

出
羽
按
察
使
坂
上
宿
祢
田
麿
、
同
廿
四
年
奏
清
水
寺
地
永
以
施
入
、
大
同
」

(67
オ
）
同
二
年
亜
将
家
室
三
善
命
婦
懐
後
寝
庭
、

建
立
是
仏
堂
癸
゜

坂
上
宿
祢
田
村
麿
、
正
四
位
上
犬
養
孫
従
三
位
苅
田
麿
男
、
弘
仁
元
年
九
月
十
日
任
大
納
言
五
十
一

1

一
右
近
大
将
、
一
一
年
十
二
月
廿
三

日
農
五
十
四

逼
照
僧
正
二
郎

俗
官
左
近
将
照
、
清
和
殿
上
人
、
行
向
父
入
道
許
之
間
、
法
師
与
。
俗
称
無
由
、
令
押
出
家
云
々
、
法
名
素
性
。
昌
泰
元
年
宮
瀧

遊
覧
記
云
、
号
良
因
朝
臣
、
取
住
所
之
名
也
石
上
寺
。
名
良
恩
院
也
。
数
日
前
駆
之
間
、
献
和
歌
免
暇
帰
寺
之
日
給
御
衣
細
馬
、
数
盃
之
後

（

マ

マ

）

（

マ

マ

）

兼
盛
恩
賜
著
御
衣
、
騎
御
馬
向
山
直
者
。
延
木
六
年
二
月
廿
六
日
御
記
云
、
於
龍
芳
舎
書
御
屏
風
、
同
九
年
十
月
二
日
御
記
云
、

於
御
前
書
御
屏
風
、
左
中
将
定
方
給
酒
献
歌
即
給
緑
、
赤
絹
綿
御
」

(67
ウ
）
馬
等
之
、
或
書
云
、
素
性
阿
闇
梨
云
々

(68
オ）

一
六
八
段
段
末
勘
注

素
性
非
僧
都
也
、
遍
照
嫡
男
僧
都
由
性
也
、
寛
平
八
年
行
幸
雲
林
院
之
日
、
大
納
言
源
朝
臣
奉
勅
」

(69
オ
）
宣
命
、
由
性
大
法
師

0

マ
マ
）

為
権
律
師
、
弘
延
由
性
両
法
師
給
座
者
一
人
、
共
起
稽
首
挙
声
歓
喜
者
。
系
國
云
、
由
性
雲
林
院
別
当
、
遍
照
僧
正
俗
時
子
也
、
少

僧
都
云
々

（
マ
マ
）

或
書
云
、
寛
平
法
皇
幸
嵯
峨
院
大
学
寺
菅
根
序
云
、
干
時
左
丞
相
藤
公
談
前
言
往
行
、
兵
郭
尚
書
奏
絲
竹
管
絃
、
権
律
師
由
性
献
風

流
艶
藻
、
左
尚
書
発
昭
奏
瑠
章
玉
約
、
是
皆
当
時
之
最
、
各
尽
其
能
也
云
々

(69
ウ）

本
願
系
図
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田
村
専
一
郎
氏
旧
蔵
支
子
文
庫
本
『
大
和
物
語
』
に
つ
い
て
（
中
）

一
七
一
段
段
末
勘
注

一
七
一
段
段
頭
「
左
の
お
と
A
」
の
傍
注
。

或
左
大
将

(73
オ）

八
年
九
月
十
四
日
斃
四
十
九

(73
オ）

式
部
卿
宮
重
明
親
王

峯
茂
女
兵
衛

古
今
作
者

藤
高
経
女
兵
衛

〔
諸
本
如
此
、
無
末
詞
井
歌
、
不
審
〕

重
明
親
王
女
云
々

兼
茂
朝
臣
女
兵
衛

本
院
兵
衛
（
四
字
芳
注
）
、
右
大
臣
従
二
位
、
自
延
木
至
干
康
保
現
存
、
左
兵
衛
督
顕
忠
卿
家
女
房

自
寛
平
至
干
延
木
現
存
、
兼
茂
事
也
、
与
陽
成
院
皇
子
元
良
親
王
贈
答
」

(72
オ）

已
上
三
人
後
撰
作
者

藤
忠
房
家
女
房

左
中
将
従
四
位
上
敏
行
三
男
、
母
従
五
位
下
多
治
弟
梶
女
、
天
慶
元
年
十
二
月
十
六

高
経
者
熙
大
臣
長
男
自
貞
観
至
子
寛
平
現
存

己
上
四
人
各
無
命
婦
之
字
、
四
人
之
中
高
経
女
蠍
、
年
紀
相
叶
之
故
也

本
名
持
保

母
大
納
言
源
昇
女
也
、

或
兵
衛
督

段
末
勘
注

参
議
正
四
位
下
左
大
辮
左
兵
衛
督
藤
原
伊
衡

日
甍
六
十
三

兵
衛
命
婦

一
七

0
段

一
六
九
段
段
末
勘
注

(71
オ）

（
今
井
）

三
品
式
部
卿
延
喜
八
年
四
月
五
日
為
親
王
年
三
」

(72
ウ
）
、

天
暦
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丁
数
。

廣
幡
中
納
言

七

号
菅
原
公
頑
子
、

n諸
本
如
此
無
終
詞
〕

左
大
臣
藤
原
実
頼
貞
信
公
一
男
、
母
宇
多
天
皇
女
源
氏

元
年
五
月
十
八
日
斃
七
十
一
贈
正
一
位
、
溢
号
清
慎
公
小
野
宮
殿

式
部
卿
宮
為
平
親
王
村
上
第
四
皇
子
、
母
皇
后
藤
安
子
一
品
式
部
卿
親
王
、
寛
弘
七
年

女
房
大
和
不
全
明
之

源
庶
明
、
寛
平
天
皇
第
二
皇
子
三
品
斎
世
親
王
二
男
、
母
山
城
守
橘
公
廣
女
、
天
暦
九
年
五
月
廿
日
斃
五
十
三

（
マ
マ
）

幡
中
納
言
、
廣
幡
者
」

(76
オ
）
所
之
名
也
、
所
謂
今
之
祇
陪
林
寺
跡
云
々
‘
庶
明
女
者
村
上
御
息
所
更
衣
釘
子
也
、
理
子
内
親

王
・
盛
子
内
親
王
母
、
号
廣
幡
御
息
所
云
々

②
 

弘
仁
天
皇
子
弘
モ
号
廣
幡
大
納
言
、
然
而
各
別
也
、
皇
代
記
云
、
仁
寿
四
年
十
月
廿
六
日
甲
子
御
楔
鴨
川
、
出
明
陽
門
、
口
口
至

R
 

京
極
□

□

北
上
御
坐
、
御
斎
所
者
廣
幡
社
司
下
宮
小
社
中
者
、
廣
幡
社
何
所
乎
、
若
祇
陪
林
寺
辺
之
社
歎

(76
ウ）

一
七
二
段
段
末
勘
注

n黒
主
清
和
・
陽
成
・
光
孝
・
宇
多
之
間
人
敗
、
又
延
喜
大
嘗
会
歌
作
者
也
又
後
撰
云
、
於
唐
崎
勤
祓
預
緑
、
陰
陽
師
歎

亭
子
院
昌
泰
二
年
十
月
十
四
日
出
家
、
承
平
元
年
七
月
九
日
崩
、
石
山
御
幸
度
々
云
々
、
其
間
近
江
守
可
考
之
、
此
近
江
守
平
中

興
敷
、
延
木
十
五
年
正
月
十
二
日
任
之
故
也
、
廿
二
年
遷
美
乃
権
守
也
、
亭
子
院
井
黒
主
等
時
代
相
叶
也
u
」

ま
ず
、
田
村
本
勘
注
に
用
い
ら
れ
た
書
目
の
明
記
さ
れ
た
も
の
す
べ
て
を
掲
出
順
に
列
挙
し
て
み
よ
う
。
漢
数
字
は
段
序
、
洋
数
字
は

月

康
保
四
年
十
二
月
十
三
日
太
政
大
臣
六
十
八
、
天
腺

日
出
家
五
十
九

(78
オ）

号
廣

14 
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ら
み
け
れ
は
あ
し
ま
よ
り
」
と
各
異
る
。

系
統
で
は
、

「
お
も
へ
る
け
し
吾
を
み
て
女
の
う

詞
書
、
歌
詞
、
作
者
名
に
多
少
の
異
同
が
あ
る
。
本
書
勘
注
で
は
、
詞
書
「
せ
さ
り
け
れ
は
」
と
あ
る
が
、
天
福
本
、
貞
応
本
・
中
院
本

•
堀
河
本
等
す
べ
て
「
侍
ら
さ
り
け
れ
は
」
で
あ
り
、
歌
詞
の
「
よ
ふ
こ
ゑ
を
」
は
天
・
中
・
貞
・
堀
、
い
ず
れ
も
「
よ
ふ
こ
ゑ
に
」
で

あ
る
。
所
引
後
撰
集
は
、

一
七
二
段

(78
オ
）
の
後
撰
集
に
よ
る
黒
主
の
注
は
、
実
は
占
今
集
目
録
に
「
（
前
略
）

欺
、
如
後
撰
第
十
五
巻
者
、
陰
陽
師
歎
、
於
唐
崎
預
祓
之
縄
頭
之
故
也
」
と
あ
る
の
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
。

伊
勢
物
語
ー
一
四
七
段
の
二
項
の
中
、

18
ウ
は
右
の
勘
注
一
覧
と
し
て
は
掲
げ
な
か
っ
た
も
の
で
、

伊
勢
物
語
」
と
典
拠
を
示
し
た
も
の
だ
が
、
こ
の
歌
は
現
存
伊
勢
物
語
諸
本
に
は
見
当
ら
な
い
。
も
し
、
こ
の
歌
の
あ
る
伊
勢
物
語
一
本

が
当
時
存
在
し
た
と
す
る
な
ら
、
か
な
り
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
他
の
一
項
23
ウ
の
「
ム
カ
シ
オ
ト
コ
」
云
々
の
伊
勢
物
語
本
文
は
、
天

福
本
三
十
一
一
一
段
で
あ
る
が
、
流
布
本
と
は
か
な
り
大
き
く
相
違
す
る
。
こ
と
に
「
ス
ミ
ケ
ル
女
二
」
の
六
文
字
は
、
塗
籠
本
の
独
自
異
文

で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
と
完
全
に
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
本
書
の
「
お
も
へ
り
け
る
に
を
と
こ
あ
し
へ
よ
り
」
の
部
分
は
、
定
家
本

「
お
も
へ
る
け
し
き
な
れ
は
お
と
こ
あ
し
へ
よ
り
」
と
あ
り
、
塗
籠
本
系
統
本
で
は
、

一
六
一
段
（
五
一
ウ
）
の
「
伊
勢
物
語
ニ
ハ
在
中
将
兵
衛
府
ノ
時
云
々
」
の
傍
注
も
問
題
で
あ
る
。
硯
存
伊
勢
物
語
諸
本
は
す
べ
て
[
'

近
衛
府
」
で
｀
「
兵
衛
府
」
の
本
文
を
採
る
本
は
な
い
。
本
書
の
こ
こ
の
「
兵
」
の
字
体
は
、
「
兵
」
か
「
近
」
か
や
や
決
し
に
く
い
感

も
あ
る
が
、
後
文
に
、
注
者
の
意
見
と
し
て
、
業
平
が
貞
親
三
年
に
は
ま
だ
「
兵
衛
佐
」
で
は
な
か
っ
た
が
、
同
五
年
に
「
兵
衛
佐
」
と

や
や
特
異
な
本
文
を
有
し
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

後
撰
集
ー
ー
12
オ
の
「
う
た
の
ヽ
は
」
「
み
A

な
し
の
」
の
贈
答
歌
は
、
天
福
本
巻
十
四
、

菅

一
六
八

(69
ウ）

以
下
右
の
書
目
を
順
次
に
検
討
し
て
ゆ
く
。

根

序

御

記

一
六
八

(67
ウ）

「
す
み
わ
び
ぬ
」
の
歌
の
肩
に
「

黒
主
者
読
延
喜
大
嘗
会
歌
、
寛
平
頃
之
人

1
0
三
五
•

1
0
三
六
番
で
あ
ろ
。
但
し
、
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キ
テ
中
将
ナ
リ
ケ
ル
オ
ト
コ
ト
カ
ケ
リ

ら
し
い
。
以
下
現
存
諸
本
は
一
致
し
て

次
に
、

本
文
の
伊
勢
物
語
一
本
が
あ
り
得
た
と
は
云
え
る
の
で
あ
る
。

な
っ
た
と
、

「
兵
衛
」
の
文
字
を
重
視
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
も
そ
の
よ
う
に
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
念
の
た
め
業
平
の
官
歴
に
徴
す
る

と
、
古
今
集
目
録
で
は
、
貞
観
四
年
四
月
に
左
兵
衛
権
佐
（
三
十
六
人
歌
仙
伝
「
兵
衛
佐
」
）
、
同
六
年
三
月
右
近
権
少
将
（
歌
仙
伝
「
右

近
衛
少
将
」
）
に
各
任
ぜ
ら
れ
て
い
て
、
官
職
の
上
か
ら
は
右
の
記
事
を
誤
と
も
云
え
な
い
。
少
く
と
も
、
当
時
に
あ
っ
て
、
こ
う
し
た

一
六
二
段

(52
ウ
）
。
こ
の
伊
勢
物
語
百
段
の
本
文
も
現
存
諸
本
と
は
大
異
が
あ
る
。
勘
注
は
「
弘
徽
殿
ノ
マ
ヘ
ヲ
」
で
あ
る

が
、
伊
勢
物
語
諸
本
で
は
、
塗
籠
本
の
み
が
こ
れ
に
同
じ
で
、
他
は
す
べ
て
「
後
涼
殿
の
は
さ
ま
」
で
あ
る
。
さ
り
と
て
ま
た
一
方
勘
注

の
「
ワ
タ
リ
ケ
レ
ハ
」
は
流
布
本
に
一
致
し
、
塗
籠
本
は
「
わ
た
り
た
り
け
れ
は
」
で
あ
り
、
勘
注
が
「
ヤ
ム
コ
ト
ナ
キ
御
方
ョ
リ
」
と

す
る
の
に
対
し
て
、
諸
本
す
べ
て
「
や
む
こ
と
な
き
人
の
御
つ
ほ
ね
よ
り
」
で
あ
る
。
勘
注
は
塗
籠
本
に
や
や
近
い
よ
う
で
は
あ
る
が
、

そ
れ
で
も
か
な
り
の
距
離
は
あ
る
よ
う
だ
。

一
六
六
段

(55
オ
）
。
こ
こ
に
引
く
「
右
近
馬
場
」
云
々
は
天
福
本
九
九
段
で
あ
る
が
、
勘
注
本
文
は
現
存
諸
本
と
は
大
き
く
異
る
。

ま
ず
「
テ
ッ
カ
ヒ
ノ
日
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
諸
本
例
外
な
く
「
ひ
を
り
の
日
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
文
に
は
「
業
平
自
筆
ノ
伊
勢

語
ノ
朱
雀
院
ノ
ヌ
リ
コ
メ
ニ
ア
リ
ケ
ル
ニ
モ
テ
ッ
カ
ヒ
ノ
日
ト
ソ
ア
リ
ケ
ル
」
と
あ
っ
て
、
当
時
は
そ
の
本
文
を
も
つ
塗
籠
本
が
あ
っ
た

た
て
た
り
け
る
車
に
女
の
か
ほ
の
し
た
す
た
れ
よ
り
ほ
の
か
に
み
え
け
れ
は
中
将
な
り
け
る
お
と
こ
の

と
あ
る
。
前
掲
本
書
の
勘
注
本
文
と
比
較
す
れ
ば
、
そ
の
出
入
り
の
大
で
あ
る
こ
と
が
察
せ
ら
れ
よ
う
。
必
ず
し
も
、
現
存
本
文
の
簡
略

化
と
の
み
い
え
な
い
と
こ
ろ
に
、
本
書
所
引
伊
勢
物
語
の
本
文
系
統
的
な
意
味
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

ま
た
、
本
条
冒
頭
に
「
右
近
馬
場
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
き
、
顕
昭
の
占
今
集
注
巻
十
一
の
記
述
が
参
考
に
な
る
。

伊
勢
物
語
ノ
中
ニ
ハ
事
外
二
歌
次
第
モ
カ
ハ
リ
広
略
ハ
ベ
ル
中
二
、
普
通
本
ト
オ
ボ
シ
キ
ニ
ハ
左
近
ノ
ム
マ
バ
ノ
ヒ
ヲ
リ
ノ
日
ト
カ

普
通
ト
タ
ガ
ヒ
タ
ル
本
ニ
ハ
右
近
ノ
馬
場
ノ
テ
ッ
ガ
ヒ
ノ
ヒ
ト
カ
キ
テ
中
将
ナ
リ
ケ
ル
人

田
村
専
一
郎
氏
旧
蔵
支
子
文
庫
本
『
大
和
物
語
』
に
つ
い
て
（
中
）

（
今
井
）
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万
葉
集
ー

1

四
七
段

(23
ウ
）
は
、
力
瓜
集
巻
JL
の
有
名
な
長
歌
と
反
歌
て
あ
る
。
長
歌
の
文
字
は
、
古
曲
ハ
人
系
本
底
本
3
西
本
願
寺

本
と
比
較
し
て
、
誤
脱
・
異
字
が
一
字
す
つ
四
箇
所
に
過
ぎ
ず
、
ほ
と
ん
ど
変
り
が
な
い
。
し
か
し
、
本
書
の
反
歌
（
「
返
牧
」
と
記
す
）

．．
 

首
の
訓
は
、
左
の
如
く
で
あ
る
。
平
仮
名
の
校
異
は
西
本
願
寺
本
の
訓
。
・
は
ナ
シ
。

く

つ

"

'

て

ね

の

み

し

な

か

ゆ

ア
シ
ノ
ヤ
ノ
ウ
ナ
ヒ
ヲ
ト
メ
ノ
オ
キ
ッ
ヘ
ニ
ュ
キ
ク
ト
ミ
レ
ハ
ナ
キ
ノ
ミ
ソ
ナ
ク

は
•
け
り
き
し
し
る
ヘ
・

ッ
カ
ノ
ウ
ヘ
ノ
コ
ノ
ヱ
タ
ナ
ヒ
キ
キ
ク
カ
コ
ト
チ
ヌ
ノ
ヲ
ト
コ
ニ
。
ョ
レ
リ
ニ
ケ
ラ
シ
モ

後
の
歌
の
結
句
第
二
字
目
に
は
本
文
に
「
倍
」
が
鋏
け
て
お
り
、
ま
た
第
二
旬
の
「
有
」
を
訓
に
無
視
す
る
な
ど
不
審
も
あ
る
か
、
現

仔
本
の
中
で
は
、
占
葉
略
類
緊
抄
の
訓
に
近
い
と
い
え
る
。
一
五
五
段

(43
ウ
）
に
つ
い
て
は
、
問
題
は
な
い
の
で
省
く
。

あ
ら
た
め
て
後
に
述
べ
て
み
た
い
。

朋
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
「
ひ
を
り
」
の
本
文
に
つ
い
て
は
、

テ
リ
ケ
ル
女
ノ

顕
昭
の
い
う
「
普
通
本
ト
オ
ボ
ン
キ
」
本
の
「
左
近
の
馬
場
の
ひ
を
り
の
日
」
は
現
存
広
本
系
諸
本
の
本
文
で
あ
り
、
そ
の
他
、
右
に
よ

れ
ば
、
六
条
家
の
顕
昭
に
と
っ
て
は
「
左
近
」
が
通
常
で
「
右
近
」
と
あ
る
の
は
「
普
通
ト
タ
ガ
ヒ
タ
ル
本
」
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
ま

た
他
の
個
所
で
、
顕
昭
は

業
弘
ガ
テ
ヅ
カ
ラ
カ
ミ
ヤ
ガ
ミ
ニ
カ
ケ
ル
伊
勢
物
語
ノ
朱
雀
院
ノ
ヌ
リ
ゴ
メ
ニ
ア
リ
ケ
ル
ニ
ハ
タ
ゞ
右
近
ノ
馬
場
ノ

u
ム
カ
ヒ
ニ
タ

と
も
云
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
範
兼
の
和
歌
塑
蒙
抄
の
説
を
そ
の
ま
ま
受
け
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
で
み
れ
ば
、
右
い
「
普
通
ト
タ
ガ
ヒ

タ
ル
」
本
と
は
塗
籠
本
を
さ
す
こ
と
に
な
る
。
削
記
勘
注
に
よ
る
当
時
の
塗
籠
本
の
記
述
と
合
せ
れ
ば
、
本
書
の
引
く
「
右
近
馬
場
ノ
テ

ッ
カ
ヒ
ノ
日
」
の
本
文
を
持
つ
伊
勢
物
語
は
、
当
時
の
六
条
家
本
系
統
と
は
全
く
異
り
、
朱
雀
院
塗
籠
本
の
系
統
に
よ
る
も
の
と
見
て
よ

い
が
、
し
か
し
、
そ
れ
は
「
右
近
の
馬
場
の
ひ
を
り
の
日
」
と
あ
る
現
存
の
塗
籠
本
と
も
い
ち
じ
る
し
く
呉
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
ま
た

つ
と
に
福
井
貞
助
氏
に
詳
論
が
あ
ろ
と
こ
ろ
て
、
私
も
そ
れ
に
つ
い
て
は
、

ト
カ
ケ
リ

（
中
略
）
ト
ゾ
カ
ケ
ル
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も
の
か
。

実
録
」

無
所
見
、
但
古
万
葉
集
第
二
云
（
中
略
）
今
案
、
件
行
幸
日
従
駕
者
、
定
叙
爵
殿
。

と
あ
り
、
そ
れ
を
簡
略
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
末
尾
に
「
委
見
古
今
目
録
之
」
と
記
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
実
は
、
本
書
で
は
書
名
を
挙
げ
ず
に
古
今
集
目
録
を
引
用
し
た
条
は
、
他
に
も
多
い
。
一
六
八
段

(64
オ
）
の
遍
照
の
略
伝

「
嘉
祥
三
年
」
云
々
以
下
「
号
花
山
僧
正
」
ま
で
十
七
行
に
亘
る
文
は
す
べ
て
古
今
集
目
録
に
拠
り
、
冒
頭
か
ら
「
時
人
慇
」
ま
で
は
「

良
峯
宗
貞
」
の
項
、
以
下
は
「
僧
正
遍
昭
」
の
項
で
、
両
者
を
合
せ
載
せ
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
の
間
に
見
え
る
「
国
史
」

「
雑
類
略
説
」
な
ど
す
べ
て
、
孫
引
き
に
す
ぎ
な
い
。
も
っ
と
も
、
細
か
く
見
れ
ば
、
類
従
本
と
相
補
う
と
こ
ろ
も
あ
り
、
た
と

え
ば
、
類
従
本
「
良
峯
宗
貞
」
の
項
の
「
来
報
恩
」
は
本
書
の
「
求
報
恩
」
に
従
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
同
じ
く
一
六
八
段
々
末
「
遍
照

僧
正
二
郎
」
の
勘
物
の
中
「
昌
泰
元
年
」
以
下
「
御
馬
等
之
」
ま
で
七
行
、
さ
ら
に
最
末

(69
オ
）
の
「
寛
平
八
年
」
云
々
以
下
「
尽
其

能
也
云
々
」
ま
で
十
行
も
全
文
古
今
集
目
録
そ
の
ま
ま
の
引
用
で
、
巻
尾

(78
オ
）
の
黒
主
の
勘
注
も
然
り
で
あ
る
。
こ
の
間
に
も
類
従

本
を
訂
正
し
う
る
所
が
あ
り
、
た
と
え
ば
類
従
本
で
は
、

お
り
、
お
そ
ら
く
は
、
本
書
勘
注
者
一
家
の
見
識
と
し
て
、
そ
の
冒
頭
に
「
素
性
非
僧
都
也
、
遍
照
嫡
男
僧
都
由
性
也
」
と
記
し
加
え
た

「
系
図
云
由
性
雲
林
院
別
当
遍
照
僧
正
俗
時
子
也
、
少
僧
都
云
々
」
は
、
右
述
の
如
く
、

も
の
で
あ
る
が
、
京
極
僧
都
を
由
性
と
見
る
説
に
有
力
な
資
料
で
あ
り
、
近
時
、

書
の
記
述
は
、
そ
の
点
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
本
書

(69
ウ
）
の
「
発
昭
」
の
文
字
は
、
類
従
本
古
今
集
目
録
で
は
「
発
眼
」
と

す
る
が
、
も
と
よ
り
誤
で
あ
る
。
「
発
昭
」
は
紀
長
谷
雄
の
号
で
あ
り
、
文
脈
か
ら
し
て
当
然
、
そ
れ
が
正
し
い
。

田
村
専
一
郎
氏
旧
蔵
支
子
文
庫
本
『
大
和
物
語
』
に
つ
い
て
（
中
）

よ
れ
ば
、
柿
本
人
麿
の
注
に

以
年
々
叙
位
除
目
、
尋
其
昇
進

古
今
集
目
録
ー
一
五
一
段
段
末

(38
オ
）
に
、

拾
遺
集
ー
一
四
八
段

(32
オ
）
。
こ
れ
も
、
巻
八
に
「
君
な
く
て
」
の
返
歌
と
し
て
「
あ
し
か
ら
し
」
の
歌
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
も

の
で
、
拾
遺
集
現
存
諸
本
一
致
し
て
然
り
で
あ
り
、
問
題
は
な
い
。

「
奈
良
帝
」
の
附
載
と
し
て
、
人
丸
に
触
れ
た
記
述
で
あ
る
。
類
従
本
古
今
集
目
録
に

こ
れ
を
「
素
性
」
の
こ
と
と
す
る
が
、
本
書
で
は
す
べ
て
「
由
性
」
と
記
し
て

（
今
井
）

古
今
集
目
録
、

「
三
代

こ
れ
を
由
性
と
す
る
説
が
有
力
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
本

素
性
の
条
に
見
え
る

（
下
略
）
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国
史
・
日
本
紀
ー
一
五
三
段

(40
ウ
）
に
見
え
る
「
国
史
」
の
記
事
は
類
緊
国
史
三
十
一
、
日
本
紀
略
大
同
二
年
九
月
二
十
一
日
の
条

に
見
え
る
も
の
で
、
後
文
の
「
日
本
紀
云
大
同
一
一
年
九
月
乙
亥
云
々
の
文
章
」
が
、
類
衆
国
史
に
一
致
す
る
。
し
か
し
、
本
書
の
注
釈
者

が
紀
年
体
で
な
く
類
纂
物
で
あ
る
類
緊
国
史
を
さ
し
て
「
日
本
紀
」
と
呼
ぶ
と
は
考
え
に
く
く
、
お
そ
ら
く
は
、

同
二
年
の
部
分
が
現
在
侠
し
て
い
る
日
本
後
紀
の
侠
文
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
と
い
う
の
は
、
後
文
の
「
平
城
初
有
童
謡
日
」
以
下
「

登
詐
之
徴
也
」
ま
で
は
、
塊
存
す
る
日
本
後
紀
大
同
元
年
四
月
庚
子
条
に
同
文
で
あ
り
、
そ
れ
に
続
く
「
大
同
三
年
九
月
戊
戌
」
以
下
「

授
従
五
位
上
」
ま
で
歌
を
含
め
て
五
行
分
も
日
本
後
紹
当
該
年
月
日
条
に
ほ
ぼ
同
文
な
の
で
あ
る
。

と
の
こ
こ
ろ
の
ま
に
ま
」
と
あ
り
、

「
国
史
」
の
方
は
、
閥
題
で
あ
る
。
こ
の
条
で
ぱ
幾
つ
か
の
問
題
点
が
あ
る
。
一
は
「
お
ほ
し
ま
に
お
は
し
ま
し
て
」
こ
当

る
語
が
、
類
緊
国
史
に
は
見
当
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、
二
ぱ
、
歌
詞
が
、
類
衆
国
史
で
は
「
み
や
ひ
と
の
そ
の
か
に
め
づ
る
」
・
「
お
り
ひ

こ
の
「
国
史
」
の
「
み
な
人
の
そ
の
か
に
に
ほ
ふ
」
・
「
お
り
人
の
心
の
ま
A

に
」
と
は
か
な
り
異
っ

て
い
る
事
で
あ
る
。
第
一
の
点
は
、
後
文
の
大
同
三
年
九
月
戊
戊
幸
神
泉
苑
」
の
折
の
和
歌
の
第
三
•
四
句
に
「
お
ほ
し
ま
の
を
は
な
か

す
ゑ
を
」
と
あ
っ
て
、

類
崇
国
史
の
歌
詞
に
比
し
て
、

い
こ
と
、
又
し
た
が
っ
て
、
そ
の
材
料
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
日
本
後
紀
で
も
な
い
こ
と
が
察
せ
ら
れ
は
し
な
い
か
。

い
か
に
も
平
安
朝
的
な
な
だ
ら
か
さ
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
こ
れ
と
同
じ
歌
詞
か
古
今
六
帖
の

歌
に
見
え
る
こ
と
は
、

―
六
八
段

(64
オ
）
の
「
国
史
」
は
、

は
足
る
ま
い
。
又
、

「
お
ほ
し
ま
」
は
神
泉
苑
に
関
わ
る
名
称
で
あ
る
こ
と
が
分
る
が
、
第
二
点
は
、

こ
の
「
園
史
」
の
成
立
の
遅
さ
を
示
唆
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
日
本
紀
」
と
は
、
大

こ
の
前
後
の
全
文
が
前
述
の
通
り
古
今
集
目
録
か
ら
の
孫
引
き
で
あ
る
以
上
、
問
題
と
す
る
に

こ
の
「
国
史
」
が
前
条
の
「
国
史
」
と
同
一
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。

古
今
仮
名
序
ー
一
五
五
段
段
末

(44
オ
）
。
こ
の
本
文
は
、

は
」
と
、
本
書
に
は
一
字
畳
字
が
落
ち
て
い
る
事
を
除
け
ば
、
す
べ
て
伊
達
本
そ
の
他
御
子
左
家
系
統
本
に
一
致
す
る
。

古
今
集
ー
一
六
一
段

(52
オ
）
、
大
原
野
行
幸
の
主
に
関
し
て
、
占
今
集
本
文
に
「
二
条
后
ま
だ
東
宮
の
御
息
所
と
申
け
る
と
き
」
と

し
か
し

「
あ
さ
か
山
の
こ
と
ば
は
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
、

「
あ
さ
か
山
の
こ
と

「
国
史
」
の
歌
詞
が

「
国
史
」
が
類
緊
国
史
で
は
な
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は
閻
違
い
な
い
。

一
層
価
値
あ
り
信
用
で
き
る
と
い
う
の
が
、
彼
の
主
張
で
あ
る
。

し
か
し
、

こ
う
し
た
本
文
の
古
今
集
は
一
本
も
現
存
し
な
い
。

果
し

き
で
あ
る
。
先
に
伊
勢
物
語
の
場
合
に
も
、

」
を
普
通
と
す
る
本
書
の
考
え
方
と
一
致
す
る
わ
け
で
あ
る
。

雅
経
本

「
左
近

あ
る
事
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
「
東
宮
の
生
母
」
で
な
く
、
「
東
宮
夫
人
」
と
解
し
た
上
で
、
当
時
東
宮
（
清
和
）
は
九
歳
未
満
で
は
幼
少

す
ぎ
て
お
か
し
い
と
疑
っ
た
も
の
ら
し
い
。
本
文
の
問
題
で
は
な
い
が
、
本
書
勘
注
者
の
解
釈
力
に
つ
い
て
、
不
審
を
抱
か
せ
る
事
例
で

一
六
三
段

(53
ウ
）
。
こ
れ
は
勘
注
も
簡
に
過
ぎ
、
諸
本
と
比
較
し
て
そ
の
本
文
系
統
を
云
云
す
る
に
は
足
り
な
い
。

ま
た
一
六
六
段

(55
ウ
）
は
、
前
に
伊
勢
物
語
の
項
で
も
述
べ
た
「
右
近
馬
場
ノ
ヒ
ヲ
リ
ノ
日
」
と
「
テ
ッ
カ
ヒ
」
の
問
題
で
あ
る
。

「
右
近
馬
場
ノ
ヒ
ヲ
リ
ノ
日
」
の
本
文
を
有
す
る
古
今
集
は
、
後
烏
羽
院
本
・
永
暦
本
・
建
久
本
・
寂
恵
本
・
伊
達
本
で
あ
り
、
大
体
は

御
子
左
家
系
統
本
で
あ
る
。
本
書
の
勘
注
は
「
•
•
…
•
ト
ア
ル
本
ア
リ
」
だ
か
ら
、
通
常
の
本
は
「
左
近
」
と
あ
る
と
い
う
の
が
前
提
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
現
存
本
で
は
「
左
近
」
を
と
る
も
の
は
、
六
条
家
本
、
清
輔
本
系
諸
本
（
永
治
本
・
前
田
家
本
等
）

な
ど
で
あ
る
。
袖
中
抄
に
は
、
顕
輔
が
「
左
近
馬
場
の
ひ
を
り
の
日
は
天
下
第
一
の
難
義
」
と
し
て
い
た
、
と
記
さ
れ
て
い
て
、

そ
れ
に
続
く
「
但
正
本
ニ
ハ
テ
ッ
カ
ヒ
ノ
日
ム
カ
ヒ
ニ
タ
テ
リ
ケ
ル
車
ト
ア
リ
」
の
「
正
本
」
は
、
文
脈
上
古
今
集
の
正
本
と
解
す
べ

「
右
近
馬
場
ノ
テ
ッ
カ
ヒ
ノ
日
」
と
あ
ろ
の
が
、
業
平
自
筆
の
塗
籠
本
の
本
文
だ
と
あ
っ
た

が
、
勘
注
者
は
、
占
今
集
で
も
ま
た
正
本
は
同
様
の
本
文
を
有
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
又
そ
れ
は
流
布
本
で
は
な
い
が
、
そ
れ
よ
り
も

て
、
勘
注
者
の
い
う
と
お
り
、
鎌
倉
初
期
に
は
こ
の
種
の
本
文
の
本
が
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
興
味
を
唆
ら
れ
る
記
述
で
あ
る
こ
と

業
平
集
ー
一
六
三
段

(53
オ
）
。
業
平
集
に
は
「
う
ゑ
し
う
ゑ
は
」
の
歌
に
対
し
そ
の
返
歌
と
し
て
「
秋
は
き
に
色
と
る
」
が
続
く
と

い
う
の
だ
が
、
業
平
集
の
中
で
も
、
そ
れ
は
特
に
雅
平
本

(
6
9
.
7
0
)
、
西
本
願
寺
本

(
5
.
6
)
類
従
本

(
6
.
7
)
な
ど
に
み
ら
れ

る
も
の
で
、
在
中
将
集
・
歌
仙
家
集
本
で
は
そ
う
で
は
な
い
。
ま
た
、
右
三
本
の
中
、
本
書
の
如
く
、

田
村
専
一
郎
氏
旧
蔵
支
子
文
庫
本
『
大
和
物
語
』
に
つ
い
て
（
中
）

（
今
井
）

「
皇
后
宮
御
返
歌
」
で
あ
る
旨
を

あ
る
。
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右
近
の
む
ま
は
の
て
つ
か
ひ
み
は
へ
る
む
か
ひ
に
た
て
る
く
る
ま
の
し
た
す
た
れ
よ
り
は
つ
か
に
女
の
見
え
侍
け
れ
は
（
下
略
）

と
あ
っ
て
、
本
書
は
西
本
願
寺
本
に
近
い
が
、
「
下
す
た
れ
の
は
さ
ま
よ
り
」
は
、
一
致
し
な
い
。
し
か
し
、
前
条
と
合
せ
て
考
え
れ

ぱ
、
本
書
の
い
う
業
平
集
は
、
現
存
本
中
で
は
西
本
願
寺
本
系
統
に
比
較
的
近
い
と
み
て
よ
い
か
。

皇
代
記
ー
一
六
一
段

(52
オ
）
。
現
存
本
「
皇
代
記
」
（
十
三
世
紀
最
末
に
初
稿
成
立
と
さ
れ
る
）
に
は
こ
の
記
事
は
見
え
な
い
。
こ

の
書
名
は
、
古
今
集
目
録
の
大
友
黒
主
条
に
も
見
え
て
い
て
、
平
安
朝
成
立
の
書
で
あ
り
、
現
存
本
と
は
別
で
あ
る
。
本
条
の
内
容
は
、

三
代
実
録
に
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
順
子
の
出
家
の
日
を
「
廿
五
日
」
と
す
る
の
は
、
三
代
実
録
に
は
「
廿
九
日
」
と
あ
っ
て
小
異
が
あ

る
。
つ
ぎ
に
一
七
一
段
々
末

(76
ウ
）
の
皇
代
記
の
仁
寿
四
年
の
記
事
は
、
六
国
史
、
扶
桑
略
記
と
も
に
、
闘
文
の
部
分
で
あ
る
。
賀
茂

斎
院
御
楔
の
記
録
と
し
て
興
味
ふ
か
い
も
の
で
、
他
に
所
見
の
な
い
新
資
料
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
で
に
国
書
逸
文
に
は
皇
代
記
逸
文
八

条
が
集
録
さ
れ
て
い
る
が
、
本
書
の
一
一
条
は
そ
れ
に
付
加
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

或
書
ー
一
六
一
段

(52
オ
）
。
こ
こ
に
い
う
「
或
書
」
の
記
事
内
容
は
、

以
下
「
有
疑
」
ま
で
は
、
勘
注
者
の
私
注
で
あ
る
。
伊
勢
物
語
に
い
う
大
原
野
行
幸
は
、
貞
観
三
年
二
月
二
十
五
日
で
、
そ
の
主
人
は
順

子
で
は
な
く
一
一
条
后
高
子
と
す
る
の
が
「
或
書
」
で
、
そ
れ
に
対
し
て
、
勘
注
者
は
貞
観
三
年
当
時
高
子
は
二
十
歳
、
業
平
三
十
七
歳

で
、
兵
衛
佐
に
な
る
以
前
だ
か
ら
、
伊
勢
本
文
に
い
う
「
兵
衛
府
」
に
矛
盾
し
、
信
用
で
き
ぬ
、
前
項
の
「
東
宮
の
御
息
所
」
の
件
と
合

せ
て
こ
こ
は
高
子
で
は
な
く
、
順
子
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
前
提
に
は
物
語
本
文
と
し
て
、
「
近
衛
」
を
採
ら

と
あ
り
、
西
本
願
寺
本
に
は

記
し
た
も
の
は
な
い
。
ま
た
書
陵
部
三
十
六
人
集
本
で
は
二
首
続
い
て
い
る
が
、
詞
書
も
な
く
、
贈
答
歌
の
形
で
は
な
い
。
つ
ぎ
に
、

六
六
段

(55
オ
）
、
先
述
の
「
右
近
馬
場
の
ひ
を
り
」
の
件
に
つ
き
、
業
平
集
に
「
右
近
馬
場
ノ
テ
ッ
カ
ヒ
ミ
侍
ム
カ
ヒ
ニ
タ
テ
リ
ケ
ル

車
ノ
シ
タ
ス
タ
レ
ノ
ハ
サ
マ
ヨ
リ
ハ
ッ
カ
ニ
女
ノ
ミ
エ
ケ
レ
ハ
」
と
あ
る
と
い
う
。
在
中
将
集
に
は
、

右
近
の
む
ま
は
の
手
つ
か
ひ
に
む
か
ひ
に
た
て
り
け
る
く
る
ま
の
し
た
す
た
れ
よ
り
は
つ
か
に
女
の
見
え
け
れ
は
（
下
略
）

「
貞
観
三
年
辛
巳
：
．
歳
―
-
+
」
で
あ
り
、

「
業
平
三
十
七
」
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記
述
に
は
、
合
致
す
る
。
な
お
、

（
今
井
）

「
兵
衛
」
を
採
る
立
場
が
あ
る
わ
け
だ
。
田
村
本
大
和
物
語
の
物
語
本
文
に
は
一
＇
：
条
后
」
と
せ
ず
、
た
だ
「
き
さ
い
の
宮
」
と
す

る
だ
け
な
の
で
、
こ
う
し
た
五
条
后
順
子
説
も
生
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
高
子
は
、
注
者
自
身
も
い
う
よ
う
に
、
貞
観
三
年
た
し

年
高
子
説
は
、
当
時
と
し
て
も
奇
説
に
過
苔
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

か
に
二
十
歳
で
、
年
齢
や
経
歴
、
周
囲
の
事
情
か
ら
み
て
も
こ
う
し
た
業
平
の
詠
歌
が
生
れ
る
は
ず
が
あ
る
ま
い
。
現
在
で
は
、
だ
か
ら

高
子
の
生
ん
だ
貞
明
親
王
（
陽
成
）
が
立
太
子
し
た
貞
観
十
一
年
か
ら
、
即
位
し
た
同
十
八
年
の
間
の
こ
と
と
す
る
の
で
あ
る
。
貞
観
三

そ
ん
な
説
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
る
だ
け
で
も
面
白
い
。

他
の
一
項
、

古
今
集
目
録
で
は
「
或
人
裏
書
云
」
と
変
っ
て
い
る
。
た
か
ら
、
こ
の
「
或
害
」
と
「
或
人
裏
書
」
と
が
同
一
書
だ
と
、
直
ち
こ
い
う
わ

げ
に
も
い
く
ま
い
。

こ
の
項
の
「
或
書
」
と
前
条
の
「
或
書
」
と
が
同
一
物
か
否
か
も
、

大
納
言
語
ー
一
六
八
段

(69
ウ
）
、
ー
小
野
小
町
」
の
条
。
こ
の
書
名
は
た
ぶ
ん
「
大
納
言
物
語
」
の
脱
字
に
基
く
の
て
は
あ
る
ま
い

か
。
こ
の
称
の
付
く
「
宇
治
大
納
言
物
語
し
な
ど
が
窟
ち
に
連
想
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
周
知
の
如
く
、
今
普
物
語
集
の
原
型
か
と
い
わ
れ

る
も
の
だ
が
、
現
存
今
昔
物
語
集
に
、
本
書
で
い
う
小
町
と
遍
照
が
出
会
っ
た
記
事
は
な
い
。
長
谷
寺
は
、
大
和
物
語
本
文
の
前
段
に
、

遍
照
の
妻
子
が
夫
の
身
を
案
じ
て
長
谷
寺
に
参
籠
し
て
い
る
と
こ
ろ
へ
、
米
合
せ
た
遍
照
が
物
蔭
か
ら
そ
の
姿
を
見
て
血
の
涙
を
流
す
話

が
あ
り
、
そ
れ
と
の
混
同
が
生
じ
て
い
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
十
訓
抄
六
に
は
、
こ
の
事
に
触
れ
て
い
る
の
て
、
十
訓
抄
の
種
本
の
＾

と
な
っ
た
「
宇
治
大
納
言
物
語
」
に
で
も
、
そ
の
種
の
話
が
あ
っ
た
も
の
か
。

本
願
系
図
ー
一
六
八
段

(67
ウ
）
。
こ
こ
に
載
せ
る
坂
上
田
村
麿
の
略
伝
ぱ
、
国
史
の
伝
を
簡
約
し
た
も
の
か
と
察
せ
ら
れ
る
が
、

・
ニ
誤
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
後
紀
弘
仁
二
年
五
月
二
十
二
日
条
に
田
村
麿
の
斃
を
伝
え
、
本
書
の
同
年
十
二
月
二
十
三
日
斃
と
す

る
の
と
は
月
が
異
る
。
ま
た
日
本
後
紀
は
、
「
大
宿
祢
」
「
苅
田
麿
之
子
也
」
と
す
る
に
対
し
、
本
書
は
「
宿
祢
」
「
苅
田
麿
男
」
で
あ

る
。
ま
た
、
本
書
が
、
彼
の
大
納
言
就
任
を
弘
仁
元
年
九
月
十
日
と
す
る
こ
と
は
、
日
本
後
紀
同
El
条
に
は
見
え
な
い
が
、
公
卿
補
任
の

（
類
従
所
収
）

「
本
願
系
図
」
な
る
書
名
は
、
他
に
所
見
の
な
い
も
の
で
、
現
存
の
「
本
願
寺
系
図
」

旧
村
専
一
郎
氏
旧
蔵
支
子
文
庫
本
『
大
和
物
語
』
に
つ
い
て
（
中
）

ま
た
分
ら
な
い
の
で
あ
る
。

一
六
八
段

(69
ウ
）
は

「
或
書
云
」
以
下
全
文
、
占
今
集
目
録
の
引
用
で
あ
る
。
た
だ
し
、

「
或
書
云
」
の
文
字
は
、

す、
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〔註〕

④
福
井
貞
助
『
伊
勢
物
語
生
成
考
』
一
八
三
頁
以
下

⑧ 

難
読
、

れ
れ

②
難
読
、

4
す

①

難

読

、

す

r

と
は
別
物
で
あ
る
。
前
条
「
大
納
言
物
語
」
と
共
に
、
本
朝
書
籍
目
録
考
證
お
よ
び
、
国
書
逸
文
と
も
に
こ
の
書
名
は
な
く
、
侠
書
の
逸

文
と
し
て
、
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

4

0
書

残
り
の
、
三
代
実
録
・
雑
類
略
説
・
系
図
・
官
瀧
遊
覧
記
・
御
記
・
菅
根
序
は
、
す
へ
て
本
書
が
拠
っ
た
古
へ
在
や
r
録
引
用
文
ー

目
で
あ
り
、
特
に
こ
こ
に
解
説
の
要
は
あ
る
ま
い
。

以
上
、
本
書
中
引
用
書
目
を
明
記
し
た
書
籍
に
つ
い
て
調
査
し
た
が
、
そ
の
結
果
と
し
て
は
、
大
体
左
の
よ
う
な
こ
と
が
い
え
よ
う
。

右
に
よ
っ
て
も
、
本
書
の
研
究
資
料
と
し
て
の
重
要
性
の
す
こ
ぶ
る
大
き
い
こ
と
は
疑
え
な
い
。

一
、
従
来
未
知
の
書
籍
名
が
そ
の
侠
文
と
共
に
見
出
さ
れ
る
こ
と
。

二
、
書
目
と
し
て
は
既
知
の
も
の
な
が
ら
、
現
存
本
の
侠
文
か
と
思
し
き
も
の
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
。

三
、
現
存
書
と
書
名
を
同
じ
く
し
な
が
ら
、
内
容
は
全
く
別
個
の
も
の
の
侠
文
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
。

四
、
現
存
書
と
大
体
は
同
じ
ら
し
い
が
、
部
分
的
に
あ
る
い
は
、
そ
れ
を
越
え
て
、
研
究
史
的
に
重
要
な
問
題
を
も
つ
点
が
あ
る
こ
と
。

（
未
完
）
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